
（新規）
改正土地改良法の概要
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計画の円滑かつ効率的な実施に当たって必要な事項（横断的事項）

１．土地改良区の運営体制の強化
２．関連施策や関係団体との連携強化
３．技術開発の促進と普及、スマート

農業への対応

４．人材の育成
５．入札契約の透明性、公平性及び競争性の

向上と品質確保の促進
６．国民の理解促進

大規模自然災害への対応

１．東日本大震災からの復旧・復興

２．大規模自然災害への備え

農業農村整備事業の概要
○ 農業生産の基盤である農地・農業水利施設を整備・管理する土地改良事業は、良好な営農条件を備えた
優良農地を確保し農業の生産性向上等を図るものである。

○ また、農村は生産の場であるとともに生活の場であり、「持続的に発展する農業」と「多様な人が住み
続けられる農村」を実現するために、産業政策・地域政策の両視点から事業を実施。

○ 更に、近年頻発化・激甚化する自然災害に対し、農業生産や農村生活を支えるインフラの強靱性や持続
性を強化。

○ 人口減少下で持続的に発展する農業 ○ 多様な人が住み続けられる農村

農業・農村が目指すべき姿

政策課題１：生産基盤の強化による農業の成長産業化 政策課題２：多様な人が住み続けられる農村の振興
産業政策
の視点

地域政策
の視点

【政策目標１】

担い手への農地の集積・集約化、スマート農業の推進によ
る生産コスト削減を通じた農業競争力の強化

【政策目標２】

高収益作物への転換、産地形成を通じた産地収益力の強化

【政策目標３】

所得と雇用機会の確保、農村に人が住み続けるための条件整
備、農村を支える新たな動きや活力の創出

両政策を支える視点政策課題３：農業・農村の強靱化

農村
協働力

【政策目標４】頻発化・激甚化する災害に対応した排水施設整備・ため池対策や流域治水の取組等による農業・農村の強靱化

【政策目標５】 ICTなどの新技術を活用した農業水利施設の戦略的保全管理と柔軟な水管理の推進

土地改良長期計画（令和３～７年度）全体概要
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万
％

区画整備済み面積
万 ％

畑地かんがい施設整備済み面積

畑面積 万

〇全国の土地改良区数と受益面積
（地区） （万ha）

基幹的水利施設
施設区分

施設数
延 長

施設数
延 長

標準耐用
年数超過

割合
標準耐用
年数超過

割合

基幹的施設（か所） 7,268 3,041 42% 7,763 4,535 58%

貯水池 1,237 104 8% 1,295 133 10%

取水堰 1,949 442 23% 1,976 897 45%

用排水機場 2,801 1,801 65% 3,030 2,401 79%

水門等 1,062 535 50% 1,138 862 76%

管理設備 219 159 73% 324 242 75%

基幹的水路（ｋｍ） 48,570 12,033 25% 52,073 24,902 48%
資料：農林水産省「農業基盤情報基礎調査」（2023年3月時点）
注１：基幹的水利施設は、受益面積100ha以上の農業水利施設
注２：「標準耐用年数」は、所得税法等の減価償却資産の償却期間を定めた財務省令を基に

農林水産省が定めたものであり、主なものは以下のとおり。
貯水池：80年、取水堰（頭首工）：50年、水門：30年、機場：20年、水路：40年

〇農業用用排水施設のストック（基幹的水利施設）

〇 区画が整備された水田は 万 （ ）、畑は 万 （ ）（ ５年３月末時点）。
〇 標準耐用年数を超過した基幹的施設数の割合は、 年から 年にかけて から ％へと増加。また、
標準耐用年数を超過した基幹的水路の延長の割合は、同期間において ％から ％へと増加。

○ 基幹的な農業用用排水施設の維持管理を担う土地改良区は、合併等により、地区数が減少し１地区当た
りの受益面積が増加。

2023年（R5）2007年（H19）

○水田の整備状況

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」、「農業基盤情報基礎調査」を基に作成
注：1) 「大区画整備済み面積」とは、50a以上に区画整備された田の面積

2) 「汎用化が行われた面積」とは、30a程度以上の区画整備済みの田のうち、暗渠
排水の設置等が行われ、地下水位が70cm以深かつ湛水排除時間が4時間以
下の田の面積

3) 「水田面積」は令和5(2023)年7月時点の田の耕地面積の数値、それ以外の
面積は令和5(2023)年3月末時点の数値

資料：農林水産省「土地改良区設立状況等調査」

○畑の整備状況

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」、「農業基盤情報基礎調査」を基に作成
注：「畑面積」は令和5(2023)年7月時点の畑の耕地面積の数値、それ以外の面積は

令和5(2023)年3月末時点の数値

○水田の整備状況

資料：農林水産省「耕地及び作付面積統計」、「農業基盤情報基礎調査」を基に作成

万
％

程度以上整備済み面積
万 ％

汎用化が行われた面積
万 ％

大区画化整備済み面積

水田面積 万

7,004 地区5,853 
5,040 4,646 4,325 4,043 

301万ha 283 268 256 248 241
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